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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 25,700 5.1 1,477 △2.5 1,466 △0.1 1,345 119.7
23年3月期第3四半期 24,447 △5.8 1,515 132.6 1,468 141.0 612 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 1,393百万円 （168.9％） 23年3月期第3四半期 518百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 33.90 ―
23年3月期第3四半期 15.43 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 34,002 11,877 20.7
23年3月期 31,954 10,492 18.1
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  7,031百万円 23年3月期  5,791百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
24年3月期 ― ― ―
24年3月期（予想） 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,000 △0.0 1,300 △3.5 1,300 0.8 1,100 115.8 27.71



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注)詳細は、添付資料4ページ「サマリー情報(その他)に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信(添付資料)3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 40,697,476 株 23年3月期 40,697,476 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 1,005,613 株 23年3月期 999,752 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 39,695,099 株 23年3月期3Q 39,703,733 株
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1． 当四半期決算に関する定性的情報 

（1）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要への期待から、一部で回復 

 の兆しがみられましたが、欧米の財政不安による世界的な景気の停滞、急激な円高が続くなど、先行き不 

 透明な状況が続いております。 

  このような環境下にあって当社グループは、創業２００周年を迎え、経営理念を見直すと共に、新グル 

 ープ３ヵ年計画を発表し、グループの全体最適追求の経営を実践し、長期に渡る持続的な成長を可能とす 

 るグループの経営基盤の確立を目指して今年度をスタートさせました。  

  この結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は２５７億円（前年同期比５．１％ 

 増）、経常利益は１４億６千６百万円（前年同期比０．１％減）、四半期純利益は第２四半期に固定資産の 

 売却により４億３千９百万円を特別利益として計上したこと等により、１３億４千５百万円（前年同期比 

 １１９．７％増）となりました。 

 

セグメントの状況は以下の通りです。 

〔和装事業〕 

  ツカモト株式会社及び市田株式会社における和装事業につきましては、東日本大震災の影響が残り売上 

 高は減少しましたが、催事の再構築と経費削減策を追加実施し、第３四半期から損益は改善傾向を示して 

 おります。 

  以上の結果、当事業分野の売上高は６８億４千５百万円（前年同期比１１．５％減）、セグメント損失（営 

 業損失）は１億４千５百万円（前年同期はセグメント損失５千５百万円）となりました。 

〔洋装事業〕 

  ツカモトアパレル株式会社におけるメンズ事業につきましては、秋冬物についても受注額が増加し納品 

 も順調に推移した結果、増収増益となりました。 

  ツカモトユーエス株式会社におけるユニフォーム事業及びＯＥＭ・婦人テキスタイル事業につきまして

は、ユニフォーム事業は第３四半期はやや苦戦しましたが、受注状況の改善傾向により増収増益を確保し

ております。ＯＥＭ・婦人テキスタイル事業は、売上高は前年を下回る状況が続いているものの、経費削

減策が寄与し損益は改善しております。ユニフォーム事業及びＯＥＭ・婦人テキスタイル事業全体としま

しては増収増益となりました。 

  以上の結果、当事業分野の売上高は７４億９千万円（前年同期比１９．９％増)、セグメント利益（営業

利益）は、４億４千１百万円（前年同期比４０．７％増）となりました。 

〔ホームファニシング事業〕 
  市田株式会社におけるホームファニシング事業につきましては、既存の店頭販売が堅調に推移し、また、 

 新規出店したアウトレット直営店も好調に推移した結果、増収増益となりました。  

  以上の結果、当事業分野の売上高は２５億９千３百万円（前年同期比２５．９％増)、セグメント利益（営

業利益）は１億１千９百万円（前年同期比４８．７％増)となりました。 

〔陳列用器具の賃貸業〕 
  株式会社アディスミューズにおける陳列用器具の賃貸業につきましては、東日本大震災の影響が残り、 

 内装工事の受注環境低迷の影響を受け、減収減益となりました。 

  以上の結果、当事業分野の売上高は３５億６千１百万円（前年同期比３．９％減)、セグメント利益（営 

 業利益）は４億６千２百万円（前年同期比１９．１％減)となりました。 

〔建物の賃貸業〕 
  株式会社ツカモトコーポレーション及び株式会社アディスミューズにおける建物の賃貸業につきまして 

 は、テナントの移動の影響により売上高は前年を下回りましたが、営業費用の減少により増益となりまし 

 た。 

  以上の結果、売上高は９億６千１百万円（前年同期比３．７％減)、セグメント利益（営業利益）は、５ 

 億１千６百万円（前年同期比８．１％増)となりました。 

〔健康・生活事業〕 
  ツカモトエイム株式会社における健康・生活事業につきましては、第３四半期はやや減速感がでました 

 が、主力商品の販売が順調に推移した結果、増収増益となりました。 
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  以上の結果、売上高は４３億６千２百万円（前年同期比１４．７％増）、セグメント利益（営業利益）は 

 ２億１千万円（前年同期比４４．９％増）となりました。 

〔その他事業〕 
  倉庫業は主力得意先との取引終了の影響が大きく、売上高は前年を下回り営業損失の計上となりました。 

 ビルメンテナンス・研修センター運営事業は研修センターの稼働率が改善し、増収増益となりました。 

  以上の結果、売上高は４億９千２百万円（前年同期比８．４％減)、セグメント損失（営業損失）は６百 

 万円（前年同期はセグメント利益３千１百万円）となりました。 

 
 

（2）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が１７億５千４百万円、 

 たな卸資産が３億５千４百万円、受取手形及び売掛金が２億８千２百万円増加したこと等により流動資産が

２３億５百万円の増加となりました。また、建物及び構築物が１億４千６百万円、投資有価証券が１億３千 

１百万円減少したこと等により固定資産が２億５千７百万円減少し、資産合計は２０億４千７百万円増加の 

３４０億２百万円となりました。 

  負債の部では支払手形及び買掛金が１１億４千２百万円、短期借入金が１４億８千４百万円、未払法人税 

 等が１億８千３百万円増加したこと等により流動負債が２９億３千６百万円の増加となりました。 また、 

 長期借入金が１７億円、繰延税金負債が２億３千１百万円、役員退職慰労引当金が１億８千 1百万円減少し 

 たこと等により固定負債が２２億７千３百万円減少し、負債合計は前連結会計年度末に比べ６億６千２百万 

円増加し、２２１億２千４百万円となりました。 

  純資産は主に利益剰余金の増加により、株主資本合計が１３億４千５百万円増加しました。また、その 

 他有価証券評価差額金が１億１百万円減少し、少数株主持分が１億４千５百万円増加したこと等により、 

 純資産合計は前連結会計年度末に比べ１３億８千５百万円増加し、１１８億７千７百万円となりました。 

 
キャッシュ・フローの状況 

  当第３四半期連結累計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は６２ 

億５千５百万円で前年同期末と比べ１２億６千８百万円の増加となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は１５億７百万円（前年同期は１１億２

千２百万円の増加）となり、これは主に税金等調整前四半期純利益の計上と、仕入債務の増加額がその他

の引当金の減少額、固定資産売却益、売上債権の増加額及びたな卸資産の増加額を上回ったこと等による

ものであります。この結果、前年同期と比べて３億８千５百万円の増加となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は５億５百万円（前年同期は３億５千２

百万円の増加）となり、これは主に有形及び無形固定資産の売却による収入が有形及び無形固定資産の取

得による支出を上回ったこと等によるものであります。この結果、前年同期と比べて１億５千３百万円の

増加となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は２億５千５百万円（前年同期は７億９千８

百万円の減少）となり、これは主に長短借入金の返済による支出が、短期借入れ及び長期借入れによる収入を

上回ったこと等によるものであります。この結果、前年同期と比べて５億４千３百万円の増加となりました。 

 

 
（3）連結業績予想に関する定性的情報 

  今後の国内経済は、東日本大震災の復興需要に期待が持てるものの、欧米の財政不安による世界的な景 

 気の停滞、急激な円高が続くなど、先行き不透明な状況が続くものと思われます。 
 このような状況下で当社グループは、和装事業の再構築と、既存事業における収益の安定化と成長戦略 

の実施により、着実な収益体制の確立と財務体質の改善を図ってまいります。 

  連結業績予想としましては、現段階では平成２３年１０月３１日発表の業績予想の修正から変更はあり 
 ません。ただし、通期の業績見込みについて見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示致します。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

税金費用については、当第 3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,500 6,255

受取手形及び売掛金 5,567 5,849

有価証券 101 101

たな卸資産 2,857 3,211

繰延税金資産 20 18

その他 589 495

貸倒引当金 △64 △52

流動資産合計 13,573 15,878

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,121 3,974

土地 10,265 10,206

その他（純額） 221 317

有形固定資産合計 14,607 14,499

無形固定資産   

その他 47 108

無形固定資産合計 47 108

投資その他の資産   

投資有価証券 2,989 2,858

繰延税金資産 124 126

その他 899 797

貸倒引当金 △287 △266

投資その他の資産合計 3,726 3,516

固定資産合計 18,381 18,123

資産合計 31,954 34,002

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,738 6,880

短期借入金 8,280 9,765

未払消費税等 50 84

未払法人税等 250 434

繰延税金負債 11 8

返品調整引当金 77 73

事業構造改善引当金 100 －

役員賞与引当金 1 －

その他 632 833

流動負債合計 15,144 18,080
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

固定負債   

長期借入金 2,950 1,250

繰延税金負債 1,839 1,607

負ののれん 8 －

再評価に係る繰延税金負債 16 14

退職給付引当金 460 407

役員退職慰労引当金 286 104

資産除去債務 27 27

その他 729 632

固定負債合計 6,317 4,044

負債合計 21,462 22,124

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,829 2,829

資本剰余金 2,415 2,415

利益剰余金 873 2,219

自己株式 △122 △122

株主資本合計 5,997 7,342

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △192 △293

繰延ヘッジ損益 3 1

土地再評価差額金 4 7

為替換算調整勘定 △21 △24

その他の包括利益累計額合計 △205 △310

少数株主持分 4,701 4,846

純資産合計 10,492 11,877

負債純資産合計 31,954 34,002
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】 
 【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 24,447 25,700

売上原価 16,644 17,796

売上総利益 7,802 7,904

返品調整引当金繰入額 67 73

返品調整引当金戻入額 100 77

繰延リース利益戻入額 － 0

差引売上総利益 7,836 7,908

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 321 352

旅費及び交通費 450 442

荷造運搬費 547 582

貸倒引当金繰入額 31 △12

給料 2,523 2,466

賞与 284 299

退職給付引当金繰入額 29 148

役員退職慰労引当金繰入額 11 8

福利厚生費 570 558

業務委託費 311 357

減価償却費 88 98

賃借料 154 148

その他 995 980

販売費及び一般管理費合計 6,320 6,430

営業利益 1,515 1,477

営業外収益   

受取利息 45 43

受取配当金 33 34

保険配当金 10 26

受取保険金 0 0

負ののれん償却額 12 8

為替差益 5 4

その他 40 53

営業外収益合計 150 172

営業外費用   

支払利息 167 157

手形売却損 15 14

その他 13 10

営業外費用合計 196 182

経常利益 1,468 1,466
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 46 439

退職給付引当金戻入額 － 30

事業構造改善引当金戻入額 － 28

特別利益合計 46 498

特別損失   

固定資産売却損 21 －

投資有価証券評価損 14 －

事業構造改善費用 75 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 27 －

訴訟和解金 － 13

特別損失合計 138 13

税金等調整前四半期純利益 1,376 1,952

法人税、住民税及び事業税 576 437

法人税等合計 576 437

少数株主損益調整前四半期純利益 799 1,515

少数株主利益 187 169

四半期純利益 612 1,345

少数株主利益 187 169

少数株主損益調整前四半期純利益 799 1,515

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △271 △118

繰延ヘッジ損益 △2 △2

土地再評価差額金 － 2

為替換算調整勘定 △7 △3

その他の包括利益合計 △281 △121

四半期包括利益 518 1,393

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 347 1,240

少数株主に係る四半期包括利益 171 153

㈱ツカモトコーポレーション(8025) 平成24年3月期 第3四半期決算短信

-8-



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,376 1,952

減価償却費 185 238

負ののれん償却額 △12 △8

有形及び無形固定資産除却損 1 10

投資有価証券減損損失 14 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △43 △32

退職給付引当金の増減額（△は減少） △128 △43

その他の引当金の増減額（△は減少） 39 △296

受取利息及び受取配当金 △78 △78

支払利息 167 157

有価証券売却損益（△は益） 0 －

為替差損益（△は益） △5 △4

固定資産売却損益（△は益） △24 △439

売上債権の増減額（△は増加） 360 △260

たな卸資産の増減額（△は増加） △30 △354

仕入債務の増減額（△は減少） 60 1,240

未払消費税等の増減額（△は減少） △64 64

その他 △301 △155

小計 1,515 1,991

利息及び配当金の受取額 114 111

利息の支払額 △166 △155

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △340 △439

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,122 1,507

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 100 －

有価証券の売却による収入 380 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △532 △158

有形及び無形固定資産の売却による収入 450 584

投資有価証券の取得による支出 △1 △3

投資有価証券の売却による収入 4 2

貸付けによる支出 △56 △12

貸付金の回収による収入 4 7

その他の支出 △6 △29

その他の収入 9 115

投資活動によるキャッシュ・フロー 352 505
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 2,405 3,026

短期借入金の返済による支出 △2,653 △2,516

長期借入れによる収入 － 300

長期借入金の返済による支出 △525 △1,025

リース債務の返済による支出 △16 △30

自己株式の取得による支出 △1 △0

自己株式の処分による収入 0 －

配当金の支払額 △0 △0

少数株主への配当金の支払額 △8 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △798 △255

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 669 1,754

現金及び現金同等物の期首残高 4,316 4,500

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,986 6,255
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（4）継続企業の前提に関する注記

　　該当事項はありません。

（5）セグメント情報等

 【セグメント情報】

　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　外部顧客に対する
　売上高
　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

計 7,734 6,247 2,059 3,706 998 3,802 24,551 537 25,089

△ 55 313 80 572 478 145 1,533 31 1,564

（注） 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業、研修センター運営事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との
    差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

利益

報告セグメント計 1,533

「その他」の区分の利益 31

セグメント間取引消去 8

全社費用（注） △ 57

1,515

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　　該当事項はありません。

セグメント利益又はセグメ
ント損失（△）

4224348506

24,44724,128 318

641219

3,7982,048 3,655 6497,728 6,247

0 11

賃 貸 業 賃 貸 業 （注）

売上高

報告セグメント

（単位：百万円）

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
陳列用器具の 建 物 の 健康･生活

事 業
計

その他
合　計

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

（単位：百万円）

金額
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　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　　至　平成23年12月31日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　外部顧客に対する
　売上高
　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

計 6,845 7,490 2,593 3,561 961 4,362 25,816 492 26,308

△ 145 441 119 462 516 210 1,604 △ 6 1,597

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業、研修センター運営事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との
    差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

利益

報告セグメント計 1,604

「その他」の区分の利益 △ 6

セグメント間取引消去 5

全社費用（注） △ 126

1,477

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　　該当事項はありません。

（6）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　 該当事項はありません。

（単位：百万円）
金額

190

セグメント利益又はセグメ
ント損失（△）

6 41757 336

25,700

3 1 12 608

25,398 301625 4,3552,581 3,504

その他
合　計

賃 貸 業 賃 貸 業 （注）

（単位：百万円）
報告セグメント

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
陳列用器具の 建 物 の 健康･生活

事 業
計

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

売上高

6,842 7,489

㈱ツカモトコーポレーション(8025) 平成24年3月期 第3四半期決算短信

-12-




